


　３月24日（木）に町と株式会社ダイナム（東京都荒川区）は「災害時等での施設利用の協力に関する協定」を締結しました。
この協定は、町内において地震や風害など（水害は対象外）の災害発生時、同社養老店の駐車場を車両避難場所として開放し、
自家用車などを利用して避難する被災者の安全確保を図るものです。
　同社養老店ストアマネジャーの柚木優さんは「当社の強みを活かした提案ができ、地域の皆さまに支えられている企業
として、地域貢献ができて嬉しいです」と話しました。
　町にとって、民間事業者と災害発生時の施設利用に関する協定締結は３例目となりました。

災害発生時に安心できる場所を災害発生時に安心できる場所を

　３月28日（月）に町選挙管理委員会の伊藤哲委員長への総務大臣表彰の伝達式が行われました。この表彰は、令和３年
10月31日執行の衆議院議員総選挙に関して、選挙事務の管理執行に尽力した選挙管理委員会委員の功績をたたえるとと
もに、他の模範とするものです。当町の選挙執行における投票者の利便性向上やコロナ対策のための取り組みが認められ、
表彰に至りました。
　伊藤委員長は「投開票では間違いの無いよう、慎重に作業を進める必要があります。今後も緊張感を持ち、適正な選挙
執行を心掛けていきます」と意気込みを語りました。

　養老町と関ケ原町は、共通する歴史や伝承の共同調査を令和２年度から行っています。３月19日（土）には、上多度プ
ラザにて、令和３年度の調査成果についての報告会を開催しました。町内外から応募のあった60人の参加者が、壬申の
乱や天皇の東国行幸の時代に思いを馳せました。
　また、３月10日（木）に養老町で、14日（月）には関ケ原町で同事業の広域ウォーキングが開催され、参加者は学芸員の
解説と共に、古代皇族に関連した遺跡や神社を巡りました。

公正・厳正な選挙執行をたたえる公正・厳正な選挙執行をたたえる

古代皇族の歩みをひもとく古代皇族の歩みをひもとく

ゆの きまさる

さとし
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　岐阜県観光景観林整備事業の一環として、桜・紅葉の名所
として知られている養老公園周辺で、森林の間伐および桜・
紅葉の植栽を実施しました。
　じっくり年月をかけ、養老公園周辺の景観としての価値を
さらに高めることで観光客を呼び込み、地域の活性化を推進
し、公園を訪れた観光客に喜んでもらうため、今後も整備を
進めていきます。

　３月21日（月）に日本の名水百選である「菊水泉」か
ら湧き出る水をくみ取り、養老神社などに献水し、観
光シーズンの安全を祈願する「若水取り」が行われまし
た。今年も昨年に引き続き、関係者にて神事のみ行い
ました。
　町観光協会の中村一会長は「40年以上続く伝統行事
を今年も行うことができ、感謝しています。昨年同様、
関係者のみでの開催になってしまい、非常に残念です
が、皆で協力して町の観光を盛り上げていきたいと思
います」と話しました。

観光シーズンの安全を祈願して観光シーズンの安全を祈願して

　３月10日（木）に養老公園にて、動力付き歩行支援具curaraの体験会を開催しました。現在、町では来訪者層の拡大を
図るため、歩行支援具を貸し出すことで歩行に少し自信がない人でも気軽に来てもらえるようにと願い、実験を重ねてい
ます。
　支援具を装着して公園内を散策した参加者と意見交換をすることで、目的を達成するためにはどうすべきか検討しまし
た。参加者からは「装着して歩くと息切れせずに歩くことができた。他の人にもぜひ勧めたい」といったプラスの意見があ
る一方で、「平坦な道から坂道へさしかかった時に歩きにくくなる瞬間がある」などの今後の課題となる意見も出ました。
今後、さらに実験を重ね、実用化を目指していきます。

親しみやすい養老公園を目指して親しみやすい養老公園を目指して

100年先の養老公園のために100年先の養老公園のために

クララ
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　３月11日（金）に町民会館にて、養老小学校６年生児童による令和３年度卒業記念公演オペレッタ「養老物語」が上演さ
れました。養老小学校では、毎年、卒業生がオペレッタに取り組み、ただ伝統として繋いでいくだけでなく、毎年よりレ
ベルアップした洗練されたものを創り上げています。コロナ禍で、感染対策をしながらの演技になりましたが、衣装に合
わせたマスクを着用するなど工夫し、堂々と舞台に立つ子どもたちの成長した姿を見て、鑑賞していた保護者や教師は感
動に涙を浮かべていました。

思いを引き継ぎ、伝統を繋ぐ思いを引き継ぎ、伝統を繋ぐ

　３月28日（月）より証明書交付専用マルチコピー機の運用
を開始しました。このマルチコピー機は、マイナンバーカー
ドを利用して住民票の写しや印鑑証明書などを取得できます。
休日にも利用できますので、マイナンバーカードをまだお持
ちでない人は、ぜひ作成して「利用者証明書用電子証明書」の
設定をしましょう。
　大橋孝町長も住民票を取得しました。詳しくは広報養老４
月号にてご確認ください。

町役場玄関に証明書交付専用マルチコピー機を設置しました！町役場玄関に証明書交付専用マルチコピー機を設置しました！

　４月７日（木）に町内の各小中学校で入学式が行われ、小学校に167人、中学校に247人が入学し、新たなスタートを切
りました。昨年と同様に、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、在校生や来賓の参加を見送り、規模を縮小しての開
催となりました。
　高田中学校では、生徒自身が考え創る学校生活の取り組みの一環として、今年度から新しい制服（男女同一デザイン、
ズボンとスカートの選択可）が導入されました。
　また、町内小学校では新入生の門出を祝い、養老地区交通安全協会よりランドセルカバーが寄贈されました。

春爛漫、希望に満ちた入学式春爛漫、希望に満ちた入学式

返事をし、胸を張る新一年生（日吉小学校） 新入生代表として希望と抱負を述べる川地翠さん（高田中学校）
すいすい
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　３月22日（火）にショーワ株式会社（岐阜市）より学校教育事業に対して５万円を寄附していただきました。同社の水谷
宏取締役会長（右写真中央）は「高校を卒業するまで養老町で育ったこと、また養老に工場があることなどから、恩返しが
したいという気持ちがあり、この町の未来を担う子どもたちの教育のために使ってほしいと思い、寄附しました」と故郷
の発展を願う気持ちを話しました。
　いただいた寄附は、まちの輝く未来のために、学校教育の場で使わせていただきます。

故郷へ恩返しを故郷へ恩返しを

　３月29日（火）に樋渡さなえさん（大場）より、自身が制作したボリビアのウユニ塩湖などを題材にした写真集「UYUNI」
を寄贈していただきました。樋渡さんは、世界の美しい景色を撮影した写真展をいくつか開催し、今回の写真集も制作す
るなど活躍しています。今回は「自分が子どもの頃に見ることができなかった広く美しい世界を、子どもたちに届けるこ
とで、明るく希望に満ちた夢を描くきっかけになって欲しい」という思いを伝えるために、写真集を寄贈いただきました。
　写真集は、町内の小中学校や図書館、れんげの家に寄贈され、子どもたちに夢や希望を与えます。

この広く美しい世界を子どもたちにこの広く美しい世界を子どもたちに

　３月24日（木）に、町生活学校より身体の不自由な人への支援のために車椅子１台を寄附していただきました。平成11
年から毎年、町へ車椅子を寄附していただいておりますが、町だけではなく福祉施設などにも寄附活動をしているそうです。
寄附された車椅子は、町中央公民館にて貸し出し用として設置しています。
　町生活学校は平成４年に創設され、身近な生活課題の解決に向けて、省エネルギー生活や環境にやさしい消費生活、水
環境活動への取り組みなど、多岐にわたり活動しています。創設当初は、地元に密着した活動をする１班と、広域的な活
動をする２班に分かれていましたが、令和３年度から統合し「養老町生活学校」としてそれぞれの良さを取り入れて活動し
ています。

身近な問題から解決し、より良い地元へ身近な問題から解決し、より良い地元へ
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　藤江孝蔵さん（大跡）が100歳の誕生日を迎えられ、３月
18日（金）に長寿のお祝い状とお祝い金が贈呈されました。
　藤江さんは、社交ダンスを趣味としていて、介護施設に
入所した当初は職員と一緒に踊っていたそうです。また、
家族は「空手も習っており、身体を動かして、鍛えていた
ことが長生きに繋がったのだと思います」と話しました。

　澁谷美根さん（押越）が100歳の誕生日を迎えられ、４月
11日（月）に長寿のお祝い状とお祝い金が贈呈されました。
　澁谷さんは塗り絵を趣味としており、100歳になった今
でも手先が器用で、配色や濃淡に気を配った彩り豊かな素
敵な作品を描いています。

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

認知症カフェ運営事業者募集

　町では、認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活でき
るよう、認知症の人とその家族、地域住民、専門職などが気軽に
参加し集うことができる「認知症カフェ」を令和４年度に開設、
運営する事業者を募集します。

１．募集事業者数　３事業者
２．応募資格　町内に所在する団体で専門職を
　　　　　　　配置できるなどの要件を満たす法人など
３．申込方法　５月20日（金）17時までに健康福祉課あて関係書
　　　　　　　類を提出してください。

※応募資格や提出書類の詳細は、町ホームペ
　ージに掲載の「養老町認知症カフェ運営事
　業者募集要領」または健康福祉課にてご確
　認ください。

健康福祉課　☎32-1105問

　４月10日（日）に町薩摩義士顕彰会主催の薩摩義士春季慰霊祭
が大巻薩摩工事役館跡で行われ、関係者ら約10人が参加しまし
た。昨年と同様に、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、
来賓や池辺小学校児童らの参加を見送り、規模を縮小しての開
催となりました。
　薩摩義士たちの御霊を慰めるための神事が行われ、顕彰会の
樋渡聡会長は「今年の慰霊祭も神事のみ行うこととしましたが、
一日でも早く新型コロナウイルス感染症が収束し、次世代へと
想いを繋いでいくために、子どもたちをはじめとした皆さまが
参加できるようになることを願っています」と挨拶しました。

薩摩義士をたたえて薩摩義士をたたえて

宝くじ助成金で整備しました。

　東洋町東町内会において、宝くじの社
会貢献広報事業として、宝くじの受託事
業収入を財源として実施しているコミュ
ニティ助成事業を活用し、地区内の街路
灯30基のLED化整備を行いました。

み　ね
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“持続可能な養老のまちづくり”

牧田川流域クリーン大作戦

よりよい川づくりのため河川愛護モニター募集

事業のスローガン　きれいな水を次の世代へ
事　業　概　要　揖斐川流域をブロックに分け、それぞれの会場で一斉清掃を行います。
開　催　日　時　５月28日（土）　８時～９時30分
　　　　　　　　（８時～９時　清掃作業、９時～　安久花壇前にて分別作業）
開　催　場　所　牧田川左岸　多芸橋～養老SA入口まで
集　合　場　所　多芸橋北　須賀神社内（清掃作業終了後も集合します）
駐　　車　　場　正覚寺　東側および西側駐車場
持　　ち　　物　作業のできる服装（長袖）、長靴や汚れてもよい運動靴、お茶
　　　　　　　　（軍手とごみ袋は用意しますが、可能であれば大きいレジ袋を持参してください）
申　　込　　先　生活と環境を考える会　会長　佐竹　☎32-2386
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用や、参加前の検温にご協力ください。
　また、体調不良の場合には参加をご遠慮ください。

　例年、ペットボトルや空き缶、たばこの吸い殻、プラスチック製の弁当容器などが回収されますが、
プラスチックごみは紫外線などにより微細化し、川や海へと流されていきます。５mm以下の粒子
はマイクロプラスチックと呼ばれ、有害物質（ポリ塩化ビフェニルなど）が吸着しやすく、マイク
ロプラスチックを摂取した川や海の生物などを、私たちが食べることによる人体への悪影響が心
配されています。
　日本は、一人あたりのプラスチック廃棄量世界第２位の国です。世界経済フォーラムは「2050年
には海中のプラスチック量が世界中の魚の重量を超える」と警告しています。
　環境問題では原因を創った側とその影響を受ける側が必ずしも同じではありません。

○町内会の皆さまでできる「ごみの回収」や「清掃活動」の企画をお願いします。
　地域ごとに呼びかけあって、一緒に清掃活動を行いましょう。

地域で
できること

問 生活と環境を考える会　☎32-2386
住民環境課　☎32-1104

問 国土交通省木曽川上流河川事務所　占用調整課
〒500-8801　岐阜市忠節町５‒１　☎(058）251-1326

　国土交通省中部地方整備局では、河川整備、河川の利用、河川環境に関する地域の皆さまの要望
を十分把握するとともに、河川愛護思想の普及啓発を図るため、河川愛護モニターを委嘱しています。
　令和４年度についても、木曽川上流河川事務所で河川愛護モニターを募集します。皆さまのご応
募をお待ちしております。

募集期間：５月９日（月）から13日（金）まで
募集人員：５人(予定）
応募資格： ●20歳以上で木曽川上流河川事務所管内の河川
　　　　　　（木曽川、長良川、揖斐川、牧田川、杭瀬川、根尾川）の近隣にお住まいの人
　　　　　●川に接する機会が多く河川愛護に関心のある人
手　　当：未定（参考：令和３年度月額4,580円）
委嘱期間：令和４年７月１日から令和５年６月30日まで
　　　　　（ただし、制度改正などにより期間満了以前に委嘱を終了する場合があります）

○詳細については、木曽川上流河川事務所ホームページhttp://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/で
　ご確認ください。
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※対象はすべて町内在住者（住民登録者）です。

このコーナーの申込・問い合わせは
町保健センター/TEL 32-9025
このコーナーの申込・問い合わせは
町保健センター/TEL 32-9025

５月20日（金）
６月３日（金） 15時～16時

①医療機関が発行した妊娠届出書（妊娠証明書）
②妊婦さん本人のマイナンバーを確認できるもの（個人番号カードなど）
③妊婦さん本人の身元を確認できるもの（運転免許証またはパスポートなど）

日　時 受付時間 母子手帳の交付に必要な持ち物

※妊婦健康診査受診票、産婦健康診査受診票、出産後に赤ちゃんが行う検査に必要な書類なども交付します。
※上記の日時で都合が悪い場合はご連絡ください。

乳幼児の健診・相談など （場所：町保健センター）

６月７日（火）

６月14日（火）

７月５日（火）

７月13日（水）

５月24日（火）

６月９日（木）

５月24日（火）
６月14日（火）

13時20分～
14時

13時～14時

10時30分～
11時30分

実施時間
10時～11時

令和４年１月16日～
　　　　２月28日生まれ
令和３年７月16日～
　　　　８月31日生まれ
令和２年11月１日～
　　　　12月31日生まれ

・該当者には２週間前までに
　通知します。

【要予約】
・母子手帳を持参してください。

申込期限：６月７日（火）

令和２年５月１日～
　　　　６月30日生まれ

平成31年３月１日～
　　　　４月30日生まれ
乳幼児の発達・発育に不安
や悩みをもつ人

令和３年３月・４月・５月
妊娠届出者

区分 行事名 実施日 受付時間 対　　象 備　　考

マタニティ教室
内容：妊娠中の過ごし
方や栄養の話

乳幼児などの定期予防接種 （接種場所：町内指定医療機関など） 予防接種は通年実施しています。

出生月翌月末に郵送します。

乳児健診の案内に同封します。

乳児健診で配布します。
10か月児健診で配布します。

10か月児健診で配布します。
３歳児健診の案内に同封します。
満９歳到達時に郵送します。

対象者に郵送しました。

対象者に郵送します。

対象者に郵送しました。
　接種期限：令和５年３月31日（金）

予防接種名 対　  　　　　象 予診票の配布方法
【ﾛﾀﾘｯｸｽ】出生６週０日後～24週０日後の人
【ﾛﾀﾃｯｸ】出生６週０日後～32週０日後の人

生後２カ月～60カ月未満の人

生後２カ月～12カ月未満の人

生後３カ月～90カ月未満の人

生後３カ月～12カ月未満の人
第１期：生後12カ月～24カ月未満の人
第２期：平成28年４月２日～平成29年４月１日
　　　　生まれの人
生後12カ月～36カ月未満の人
第１期：３歳～生後90カ月未満の人
第２期：９歳～13歳未満の人

11歳～13歳未満の人（小学６年生）

中学１年生～高校１年生の女子

（第１・２期）

乳 児 健 診

1 0 か 月児健診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

３ 歳 児 健 診

育 児 相 談

ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症

B 　 C 　 G

日 　 本 　 脳 　 炎

水 痘（ 水 ぼ う そ う ）

四 　 種 　 混 　 合

麻 し ん ・ 風 し ん

（ジフテリア・破傷風）
二 種 混 合

（子宮頸がん予防）
ヒトパピローマウイルス感染症

ヒ ブ
小 児 の 肺 炎 球 菌
Ｂ 型 肝 炎

（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ）

健
　
　
診

相 

談

教 

室

＜日本脳炎予防接種について＞　平成14年４月２日～平成19年４月１日生まれで、第１・２期の接種が終わっていない
人は、20歳になるまでの間、平成19年４月２日～平成21年10月１日生まれで、第１期の接種が終わっていない人は、13
歳になるまでの間、接種できます。町保健センターへお問い合わせください。
＜ヒトパピローマウイルス感染症予防接種のキャッチアップ接種について＞　積極的勧奨を差し控えている間に定期接種
の機会を逃した平成９年４月２日～平成18年４月１日生まれの女性は、キャッチアップ接種の対象者となり、令和７年３
月31日まで接種が可能となりました。対象者には令和４年６月～９月頃に予診票などを郵送します。

母子健康手帳の交付 （場所：町保健センター）
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十分な感染予防対策を行い、事業を実施します。
ただし、新型コロナウイルス感染症拡大状況によっては、中止や延期となる場合があります。

成人の相談・検診

６月６日（月）
受付時間
10時～11時30分

５月16日（月）～
　　　　６月30日（木）　
（日曜日、祝日、休診日
などは除く）

５月26日（木）

町保健センター

町保健センター

町内医療機関

小畑公民館

６月１日（水） 広幡公民館

６月21日（火） 日吉公民館
室原分館

町内在住の人

昭和32年４月～
昭和48年３月生ま
れの男性

昭和32年４月～
昭和58年３月生ま
れで過去に検査を
受けたことがない
人

40,45,50,55,60,
65歳の女性

区分 行事名 実施日 場　所 対　象 備　考

健康相談

胃・大腸・肺がん検診

前立腺がん検診

検
　
　
診

相 

談

【予約不要】
心身の悩みや健診結
果、食事などの相談

【申込方法】
希望する人は町保健
センターへ電話で申
し込みください。
（健康診査申込票で
申し込みをした人は
不要）

実施日の２週間前に
案内を送付します。

※申込状況によって
　は、ご希望に沿え
　ない場合がありま
　す。ご了承くださ
　い。

※次回の胃・大腸・
　肺がん検診は９月
　に実施し、広報８
　月号に掲載します。

希望する人は町保健
センターへ電話で申
し込みください。

胃がん検診　
（胃部X線検査）　 500円
（胃内視鏡検査） 1,000円
　
大腸がん検診　　500円
（便潜血反応検査）
　
肺がん検診　      500円
（胸部X線のみ100円）
（胸部X線検査、喀痰検査）

●料金　　　1,500円
●検診内容　血液検査
胃がんリスク検診
●料金　　　1,500円
●検診内容　血液検査

●料金・検査方法

８時30分～ 11時
＊５月26日は13時～15時、
　６月16日･24日･29日は、
　13時30分～15時30分も
　実施。（大腸がん検診、
　肺がん検診のみ）

●受付時間

40歳以上の人
※ただし、
　胃内視鏡検査は
　50歳以上

（前年度胃内視鏡
検査を受診した人
は、胃X線検査、
胃内視鏡検査いず
れも受診すること
はできません。）

肝炎ウイルス検診
●料金　　　無料
●検診内容　血液検査
骨粗しょう症検診
●料金　　　1,000円
●検診内容　骨量測定

休日診療医療機関 （５月15日～６月12日）　 休日診療の問い合わせ：
救急医療情報センター（☎32－3799）

５月15日（日） ５月22日（日） ５月29日（日） ６月５日（日） ６月12日（日）

野村内科
☎34-0017

西美濃厚生病院
☎32-1161

西美濃厚生病院
☎32-1161

西美濃厚生病院
☎32-1161

半田眼科
☎32-0321

【診療時間】９時～16時30分　　【持ち物】保険証、受診料　　　◆一部変更の場合があります。　　
＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。
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【胃がん検診（胃部X線）
大腸がん、肺がん検診】
５月31日（火）
６月12日（日）

【胃がん検診（胃部X線・
胃内視鏡）、大腸がん、
肺がん検診】
６月３日（金）・16日（木）
     24日（金）・29日（水）
     30日（木）

【大腸がん検診】
６月22日（水）・23日（木）
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養老公園事務所　☎32-0501問

養老公園からのお知らせ養老公園からのお知らせ










